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村民の皆様方におかれましては、村政並びに村議会に対し、
ご理解ご協力を賜り厚く御礼申し上げます。
　この度、令和７年 5 月 12 日開催の臨時会におきまして、
議長に就任致しました。
　生坂村は、少子高齢化、医療・福祉・教育・自然環境・公
共交通・観光振興等、様々な課題が山積しております。
　私たち議会は、議員１人１人が村民の皆様の代表として、
多様化する住民ニーズの変化を的確に判断し、村執行部と連
携して参ります。
　村民の皆様にとってより身近で、開かれた議会を目指し、対
話と議論を重ね「チーム議会」で生坂村発展のため、全力で
取り組んで参りますので、どうぞよろしくお願い致します。

　この度議会副議長に就任い
たしました。議長の補佐及び、
議員間の調整調和に努め議長
を支えてまいります。また、
生坂村の未来のため村民の皆
さんの声にこたえるよう全力
で村議会活動していく覚悟で
す。これからもご支援ご協力
を賜りますようお願い申し上
げます。
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議会のしくみ 議会には年 4 回の定例会と必要に応じて招集される臨時会が

あります。6 月定例会を例にします。

議会の日程を決めたり、議会を円滑に運営する

ための協議をしたりします。

行政側にこんなことを質問したいです、という

内容を各議員から議長に提出します。

定例会に上程される議案書や予算案を貰います。

専決処分について説明を受けます。

村長から議案の提案理由が説明され、議案が上

程されます。専決処分について決がとられます。

議員が各自テーマをもち、村の一般事務について

質問します。後日 ICN・YouTube 配信されます。

総務、企画振興、税務、農林、商工観光、

建設、上下水道、選挙、消防など審査します。

住民環境、福祉、子育て、健康推進、文化

スポーツ、保健、衛生など審査します。

上の日程で審査が終わらなかった場合の予備日です。

委員会審査の結果を、委員長が報告します。

議案について、質疑、討論、採決をします。
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5 月 28日 議会運営委員会 ……………

6月　2日 一般質問通告〆切 …………

6月　5日 議会全員協議会 ……………

6月 10日 定例会開会 …………………

6月 11日 一般質問 ……………………

6月 12日 総務建経常任委員会 ………

6月 13日 社会文教常任委員会 ………

6月 16日 常任委員会予備日 …………

6月 17日 定例会閉会 …………………

総総務建経常任委員会

社社会文教常任委員会

運議会運営委員会

広議会広報編集委員会

監監査委員

私の抱負 議員の紹介と所属委員会

よろしくお願いします !!

議席番号１番　　進藤　彩　小立野区 議席番号２番　望月 一将　下生野区

議席番号３番　　島　幸恵　宇留賀区 議席番号６番　　太田　讓　下生野区

議席番号７番　平田 勝章　上生坂区 議席番号８番　市川 寿明　上生坂区

前向きに楽しく日々挑戦し
ながら、村の活性化に全力
で取り組みます。至らない
点も多々ありますが、学び
を重ねてまいりますのでど
うぞ宜しくお願いします。

選挙活動で村民の言葉を聞
き、中庸な議会の重要性を
再確認しました。議員と協
力し、仕事・福祉・生活・
教育を充実させ、住民が主
体的に関われる村政を目指
します。

皆さんの暮らしが少しでも
よくなるよう活動していき
ます。そのために、議員活
動の見える化に努め、開か
れた議会を同僚議員と共に
目指したいです。

住民の皆様の声を反映させ
るパイプとして、持前の行
動力を活かして活動します。
村民が抱える課題や要望を
聞き取り、議論を通じてよ
り良い施策の実現を目指し
ます。

少子高齢化が進む中で、お
互いが支えられるような社
会をつくらなければいけない。
一人一人への気配りを大切
に、これからも真心と情熱を
もって頑張っていきたい。

課される声に応える努力と、
住民とともにを念頭に融和
をもった活力ある村づくり
に力の限りを尽くします。

社副副運

副総広 長総運広

社長 長運広 長総運広

社監

長委員長

副副委員長

しんどう もちづき かずまさあや

しま

ひらた いちかわ としあきかつあき

ゆきえ おおた ゆずる
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議案等の審査結果　 賛成･･･〇　反対･･･×　欠･･･欠席　除･･･除斥　議長･･･※

令和７年６月定例会
審議した議案との結果
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議
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報　

告

生坂村税条例の一部を改正する条例（専決処分）
承認 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ※

概要：道路交通法改正に伴うマイナ免許証申請時の減免等。

生坂村国民健康保険税条例の一部を改正する条例（専決処分）
承認 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ※

概要：地方税法改正により、1人当たりの基礎課税額を引き上げるもの。

令和６年度生坂村一般会計補正予算【第１０号】（専決処分）
承認 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ※

概要：事業確定による。歳入でいくさかの郷使用料増。歳出でふるさと納税委託・返礼負担金減。

令和６年度生坂村一般会計繰越明許費について（専決処分）
受理 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ※

概要：脱炭素地域づくり推進事業費で1億5786万5千円など。

事
件
案

建設工事請負変更契約の締結について
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ※

概要：子局1カ所を移設するため契約金が増額する。
条
例
案

生坂村税条例の一部を改正する条例案 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ※

予
算
案

令和７年度生坂村一般会計補正予算【第１号】 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ※

令和７年度生坂村国民健康保険特別会計補正予算【第１号】 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ※

令和７年度生坂村後期高齢者医療特別会計補正予算【第１号】 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ※

請　

願

義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充を求める意見書の提出について
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ※

提出者：松塩筑地区教育関係七団体連絡協議会　市川　一彦

さらなる少人数学級推進と教育予算の増額を求める意見書の提出について
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ※

提出者：松塩筑地区教育関係七団体連絡協議会　市川　一彦

県立木曽病院での分娩継続及び麻酔科医・産科医の確保を求める意見書の提出について
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ※

提出者：生坂村女性の会　吉田　公子

陳　

情

高額療養費の自己負担上限額の引き上げをしないことを求める陳情
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ※

提出者：長野県社会保障推進協議会　宮沢　裕夫

カリキュラム・オーバーロード」の改善を求める意見書採択の陳情
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ※

提出者：長野県教職員組合　松塩筑支部　小淵　敏行

追
加
議
案

生坂村監査委員の選任について
同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ※

牛越　猛（古坂）新任（任期：令和７年6月23日～令和11年6月22日 4年間）

生坂村固定資産評価審査委員会委員の選任について
同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ※

山崎　智吉（下生野）再任（任期：令和7年7月1日～令和10年6月30日 3年間）

生坂村教育委員会委員の任命について
同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ※

久保田　有利子（小立野）再任（任期：令和7年7月1日～令和11年6月30日 4年間）

生坂村教育委員会委員の任命について
同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ※

小林　大茂（下生野）新任（任期：令和7年7月1日～令和11年6月30日 4年間）

発　

議

義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充を求める意見書の提出について 提出 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ※

さらなる少人数学級推進と教育予算の増額を求める意見書の提出について 提出 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ※

県立木曽病院での分娩継続及び麻酔科医・産科医の確保を求める意見書の提出について 提出 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ※

高額療養費の自己負担上限額の引き上げをしないことを求める意見書の提出について 提出 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ※

持続可能な学校の実現をめざす意見書の提出について 提出 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ※

議案等の審査結果　 賛成･･･〇　反対･･･×　欠･･･欠席　除･･･除斥　議長･･･※

令和７年５月臨時会
審議した議案との結果

審
議
結
果

進
藤　

彩

望
月
一
将

島　

幸
恵

山
本
吉
人

太
田　

譲

平
田
勝
章

市
川
寿
明

藤
澤
幸
恵

事
件
案

生坂村監査委員の選任について
同意 〇 〇 〇 〇 〇 除 〇 ※

議会選出の監査委員：平田勝章（上生坂）新任（任期：令和７年５月12日～令和9年5月11日２年間）
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よろしくお願いします !!６月議会でこんなことが決まりました（１万円未満四捨五入）

古くなった視力検査機の更新
に 11 万円。夏の体育授業が
暑いため、男女更衣室に冷房
機を設置する。

補正予算　　　２９万円

中学校視力検査機と
移動式冷房機購入 一星亭の片づけなど整備費

用、また見学会、文化財活
用先進地へ研修会、講師謝
礼など。
うち 78 万円は元気づくり支
援金。

補正予算　　１０７万円

一星亭の保存活用

子ども子育ての財源を広く
負担するためのシステム改
修費。

補正予算　４１０万円

国民健康保険（319万円）と

後期高齢者医療（91万円）の

システム改修費

地方交付税　1109 万円

社会福祉費負担金　65 万円→システム改修費へ

子ども・子育て支援事業補助金　91 万円→後期高齢者医療システム改修費へ

物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金　439 万円→定額減税に伴う調整給費金

信州農業生産力強化対策事業補助金　186 万円→農業公社へ補助金

農業施設整備事業債（過疎債）　170 万円→農業公社へ補助金

農業機械整備事業債（過疎債）　590 万円→農業公社へ補助金

最適土地利用総合対策事業補助金　

 1250 万円→雲根、南平等委託料、相模女子大との交流ほか

主な歳入（入るお金）
→主な

使い道

提携した都市部の企業から社
員を派遣する派遣型と、副業
型・シニア型により活用。生
坂村に生成 AI 活用による行
政や学校教員の事務の効率
化、産業振興などのため来て
もらう。

補正予算　　８４０万円

地域活性化企業人制度

雲根の農地耕作条件改善事業
委託料。南平は樹園地への転
換要望があったため。

補正予算　　６０７万円

●雲根地区の実証事業経費
●土地利用構想のシステム
 セットアップ
●南平農地の測量設計費

当初予算で購入予定のハン
マーナイフモアに加えて、
普通型コンバイン購入補助
590 万円。残額を上野の公
社研修農園の雨除け設置等
の整備事業に充てる。

補正予算　　９４２万円

農業公社への補助
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い
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で
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通
信
環
境
に
課
題
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あ
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こ
と
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判
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し
た
た
め
、
受
信
状
況
の
改
善
と

利
用
者
の
利
便
性
を
考
慮
し
て
の
移
設
。

移
設
に
伴
い
、
基
礎
の
再
設
置
や
屋
内

配
線
の
延
長
、
電
源
の
取
り
回
し
工

事
な
ど
が
新
た
に
必
要
と
な
り
、
こ
れ

ら
の
追
加
工
事
費
用
と
し
て
契
約
額
が

1
0
8
万
9
千
円
増
額
。

問　
難
聴
地
区
へ
の
影
響
は
?

答　
移
設
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
電
波
が

届
き
づ
ら
か
っ
た
下
の
田
地
区
や
下
生
坂

地
区
に
お
い
て
、
屋
外
子
局
の
聴
取
範
囲

が
改
善
さ
れ
る
見
込
み
。
特
に
、
山
間
部

や
建
物
の
陰
に
な
る
地
点
で
の
聴
こ
え
づ

ら
さ
が
軽
減
さ
れ
る
と
期
待
さ
れ
る
。

ま
た
、
移
設
中
に
も
試
験
電
波
の
発
信
や
、

現
地
で
の
音
達
状
況
の
確
認
を
行
う
と
と

も
に
、
必
要
に
応
じ
て
音
量
や
指
向
性
の

調
整
な
ど
、
継
続
的
な
改
善
に
努
め
て
い

く
。

地
域
活
性
化
企
業
人
制
度
に
つ
い
て

問　
同
制
度
の
導
入
内
容
と
今
後
の
予

定
は
?

答　

 

都
市
部
の
民
間
企
業
に
所
属
す
る

人
材
を
、
一
定
期
間
地
方
自
治
体
に
派
遣

す
る
こ
と
で
、
地
域
課
題
の
解
決
や
行

政
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
後
押
し
す
る
仕
組

み
。
当
村
で
も
こ
の
制
度
の
活
用
を
検
討

し
て
お
り
、
生
成
A
I
を
用
い
た
行
政

情
報
の
発
信
強
化
や
、
教
育
現
場
へ
の

I
C
T
導
入
支
援
な
ど
、
庁
内
業
務
全

般
の
効
率
化
・
高
度
化
に
向
け
た
分
野
で

の
受
け
入
れ
を
想
定
し
て
い
る
。
予
算
成

立
を
経
て
、
受
け
入
れ
態
勢
の
整
備
と
と

も
に
、
対
象
と
な
る
職
務
内
容
の
明
確
化
、

公
募
に
よ
る
派
遣
元
企
業
の
選
定
な
ど
を

進
め
て
い
く
予
定
。

相
模
女
子
大
と
の
連
携
事
業
に
つ
い
て

問　
同
事
業
の
周
知
と
住
民
参
加
に
つ

い
て

答　
相
模
女
子
大
学
と
の
連
携
に
よ
り
、

学
生
が
地
域
に
滞
在
し
な
が
ら
道
の
駅
の

販
促
企
画
や
地
域
資
源
の
調
査
、
地
域
団

体
と
の
協
働
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
運
営
な
ど

を
行
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
活
動
は
道
の

駅
の
売
上
向
上
や
地
域
団
体
の
活
性
化
に

一
定
の
成
果
を
上
げ
て
い
る
。
ま
た
、
学

生
と
地
域
住
民
と
の
交
流
も
進
み
、
世
代

を
超
え
た
新
た
な
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
つ

つ
あ
る
。

今
後
は
、「
広
報
い
く
さ
か
」
や
村
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
、
道
の
駅
な
ど
を
通
じ
て
活
動

内
容
を
よ
り
広
く
周
知
す
る
と
と
も
に
、

住
民
の
参
加
機
会
の
さ
ら
な
る
充
実
を

図
っ
て
い
く
。

雲
根
地
区
の
農
地
実
証
事
業
に
つ
い
て

問　
こ
れ
ま
で
の
進
捗
状
況
は
?

答　
耕
作
条
件
改
善
を
目
的
と
し
た
事

業
を
継
続
中
で
、
農
地
利
用
の
利
便
性
向

上
と
保
全
の
実
証
も
進
行
中
。
担
い
手
確

保
に
も
並
行
し
て
取
り
組
む
。

農
業
公
社
へ
の
補
助
に
つ
い
て

問　
ハ
ン
マ
ー
ナ
イ
フ
モ
ア
と
コ
ン
バ

イ
ン
の
購
入
財
源
は
?

答　
国
の
補
助
金
が
農
業
公
社
に
直
接

交
付
さ
れ
、
公
社
の
負
担
分
を
除
い
た
補

助
残
分
を
村
が
補
助
。
財
源
は
農
業
機
械

整
備
事
業
債
5
9
0
万
円
を
充
当
す
る
。

総
務
建
経
常
任
委
員
会
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ここに注目！☜
総務建経常任委員 4 人が注目し、特に皆さんにお知らせした

いことを特集します！今回は相模女子大との交流についてです。どうして交流が始まったの？

注目の理由！　　　　　　　　　　相模女子大学と生坂村は 2015 年から連携し、学生が村に滞在して農作

業や特産品開発、農泊体験などを行う地域協働活動を実施している。学生は村民との交流を通じ

て地域課題を学び、実践的な力を養成。一方、村にとっては農業支援や若者の関わりが地域活性

化につながっている。活動は農山漁村振興交付金を活用して継続中。今回は、この事業に参加を

した関係団体と女子大生にインタビュー！

相模女子大との交流！

相模女子大生

よりコメント

村の人々との交流を通して、人の親切さや温かさを感じられました。

村の皆さんが生坂村についていろいろな話をしてくださり、自分の

村に対する愛がとても感じられました。また、みんな顔見知りで仲

良く話をしている和やかな雰囲気は、都会ではなかなか感じられな

い人と人とのつながりを深く感じられました。

村の人々との交流を通じて、年上の人たちと積極的に

コミュニケーションを取ることで、世代間の交流が促

進できたのかなと思います。今回の活動で生坂村のい

いところをたくさん知ることができたため、次は自分

の周りの人に生坂村のいいところを広めていきたい。

お父さん頑張る会
よりコメント

学生さん達との活動は、主に“郷土食”である「おやき」作りです。毎回一緒に作業して

みて、学生さんもなかなか上手に丸めることが出来ることに感動しています。作ったおや

きを食べながら、会員が持ち寄った漬物等を食べながら色々なお話しや交流も出来て、わ

たしたちも元気をもらい楽しい時間です。　　　　　　　　　竹内　清枝さん（大日向区）

女・人・竹っこくらぶよりコメント

夏に草刈り、冬には炭焼き作業を体験して

もらった。将来性を担う世代とのスキル・知

識・経験を分かち合う機会を得られた。学生

との作業や会話をすることで、楽しみと活力

・元気がもらえた。村の良さもアピールする

ことが出来た。　滝澤　龍一さん（上生坂）
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生
坂
村
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
案
に
つ
い
て

問　
特
定
親
族
特
別
控
除
額
が
追
加
さ

れ
た
経
緯
は
。

答　
控
除
が
受
け
ら
れ
る
上
限
ま
で
で

働
く
こ
と
を
控
え
る
傾
向
が
あ
り
、
近
年

人
手
不
足
が
言
わ
れ
て
い
る
。
19
歳
以
上

23
歳
未
満
で
学
生
の
扶
養
親
族
が
特
定
親

族
。
特
定
親
族
の
給
与
収
入
が
あ
っ
て
も

親
が
扶
養
控
訴
を
受
け
ら
れ
る
基
準
額

が
、
1
0
3
万
円
以
下
か
ら
1
2
3
万

以
下
に
変
更
さ
れ
る
。
特
定
親
族
特
別

控
除
は
、
特
定
親
族
の
給
与
収
入
基
準

が
1
2
3
万
円
か
ら

1
8
8
万
円
ま
で
拡

大
さ
れ
る
も
の
。
た

だ
し
、
1
5
0
万
円

を
超
え
る
と
徐
々
に

控
除
額
が
下
が
る
。

問　
改
正
に
よ
り
、
加
熱
式
た
ば
こ
の

税
率
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

答　
加
熱
式
た
ば
こ
は
、
紙
巻
き
た
ば

こ
よ
り
も
税
率
が
低
か
っ
た
。
今
後
税

率
の
公
平
性
を
保
つ
た
め
、
段
階
的
に

上
が
る
。

定
額
減
税
に
伴
う
調
整
給
付
金
の

シ
ス
テ
ム
改
修
委
託
料
に
つ
い
て

問　
シ
ス
テ
ム
改
修
に
55
万
円
か
か
る
。

そ
の
内
容
は
。

答　
調
整
給
付
金
4
0
0
万
円
を
給
付

す
る
お
よ
そ
1
3
0
名
を
抽
出
す
る
も

の
。障

害
者
自
立
支
援
シ
ス
テ
ム
改
修

委
託
料
に
つ
い
て

問　
報
酬
請
求
に
使
用
す
る
サ
ー
ビ
ス

コ
ー
ド
の
一
部
を
、
国
が
異
な
る
単
位
で

設
定
し
た
た
め
修
正
が
必
要
。
改
修
委
託

料
約
1
3
0
万
円
の
う
ち
、
国
の
補
助

は
半
額
。
国
が
全
額
負
担
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

答　
村
と
し
て
も
そ
う
考
え
る
が
、
支

援
さ
れ
な
い
状
況
。

中
学
校
に
導
入
さ
れ
る

冷
房
機
に
つ
い
て

問　
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答　
移
動
式
の
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
で
、

2
台
購
入
す
る
。

男
女
の
更
衣
室

に
1
台
ず
つ
置

い
て
使
う
予
定
。

一
星
亭
に
つ
い
て

問　
一
星
亭
に
か
か
る
委
託
料
の
内
訳

は
。

答　

土
蔵
や
主
翼
の
片
づ
け
の
ほ
か
、

樹
木
の
整
備
、
一
星
亭
の
看
板
作
成
・
設

置
に
か
か
る
も
の
。

問　
一
星
亭
の
勉
強
会
で
、
建
物
の
活

用
を
す
る
に
は
耐
震
化
が
必
要
、
そ
の
た

め
に
は
1
億
円
く
ら
い
か
か
る
と
聞
い
た
。

活
用
に
向
け
て
か
か
る
お
金
を
、
村
民
に

ど
の
よ
う
に
説
明
し
、
理
解
を
得
て
い
く

考
え
か
。

答　
こ
れ
ま
で
の
3
年
間
は
、
ま
ず
は

片
付
け
、
整
備
を
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め

て
い
る
。
今
後
は
顕
彰
会
の
皆
さ
ん
と
も

相
談
を
し
な
が

ら
、
資
金
集
め

等
に
つ
い
て
も

検
討
す
る
必
要

が
あ
り
、
具
体

的
に
村
民
の
皆

さ
ん
に
示
す
も

の
が
出
て
い
な

い
。
今
後
の
課
題
。

国
民
健
康
保
険
シ
ス
テ
ム
改
修

委
託
料
に
つ
い
て

問　

子
ど
も
子
育
て
支
援
の
財
源
を
、

国
保
か
ら
も
徴
収
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム

改
修
。
子
ど
も
子
育
て
支
援
制
度
の
概
要

は
。

答　
子
ど
も
や
子
育
て
世
帯
を
全
世
代
、

全
経
済
主
体
が
支
え
る
新
し
い
分
か
ち
合

い
・
連
帯
の
仕
組
み
。
児
童
手
当
の
根
本

的
拡
充
な
ど
、
年
3
．
6
兆
円
規
模
の
子

ど
も
子
育
て
政
策
の
給
付
充
実
を
図
る
も

の
。後

期
高
齢
者
医
療
シ
ス
テ
ム
改
修

委
託
料
に
つ
い
て

問　
シ
ス
テ
ム
改
修
の
内
容
は
。

答　
国
保
と
同
じ
く
、
国
の
少
子
化
対

策
で
あ
る
子
供
子
育
て
支
援
に
対
す
る
給

付
や
事
業
費
に
充
て
る
た
め
に
、
令
和
8

年
度
か
ら
広
く
、
後
期
高
齢
、
国
保
、
共

済
等
医
療
保
険
料
か
ら
段
階
的
に
徴
収
す

る
た
め
の
も
の
。

問　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
、
ど

の
よ
う
に
変
わ
る
の
か
。

答　
月
額
大
体
2
0
0

円
ぐ
ら
い
の
増
額
と
な

る
。

社
会
文
教
常
任
委
員
会
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ここに注目！☜
社会文教常任委員 4 人が注目し、特に皆さんにお知らせしたい

ことを特集します！今回は令和 6 年度から始まった小中一貫教育についてです。

注目の理由！　　　　　　　　　　令和 6 年度から校舎分離型の小中一貫教育が始まりました！一貫校になっ

て何が変わったの？校舎は今後どうなるの？などの声が聞かれます。昨年度から「Ikusaka 学」

が始まり、今年度は学びをより深めるためにコーディネーター費が認められました。また、部活

動の地域展開（移行）のため、外部の部活指導員に予算がつくようになりました。6 月一般質問で、

太田議員がスクールバスについて質問しました。小中一貫教育への期待を聞きました！

小中一貫校への期待！

小中一貫教育について

Ikusaka 学に期待！

写真

どうなる？部活の地域展開

●Ikusaka 学

コーディネーター費

小学校＋中学校

　　109 万 1 千円

●中学校部活動

外部指導員への報酬

2 人分 76 万 8 千円

関連予算
令和７年３月当初

令和 6 年 3 月

藤澤幸恵議員

小学校校舎　 1976 年築

校舎・体育館 1977 年築

中学校校舎・体育館

1998 年築

令和 4 年 3 月

吉澤弘迪議員

( 当時 )　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「保小中一貫教育研究検討協議会」（平成 29 年発足～令和 3 年

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　最終報告書を提出）より 1、2 年後の保小中一貫教育導入を望

むこと、その効果を高めるため、義務教育学校への移行も視野に入れた小中一貫型小中学校の設置が

望ましい、と提言されました。令和 6 年 4 月から、施設分離型小中一貫教育校となりました。

学校まで遠い小学生は、

スクールバスで登校して

います。中学生には、通学に

使える路線バスの定期券が

配られています。

Ikusaka 学は、従来の地域学習を発展させたものです。一貫

した学びの柱となるものと期待されます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

中学校には吹奏楽部とバドミントン部があります。現在バドミントン部に

外部の指導員が 1 名ついています。新 1 年生はバドミントン部入部 1 名、

吹奏楽部入部は 0 名でした。

吹奏楽部は小学生と合同で行うことも会議で提案しましたが、

大会は合同では出られません。地域クラブになると、送迎問題

や地域格差、家庭格差が生まれないか心配です。

　　　　生坂中学校 PTA 会長　森野二三子さん（大日向区）

子どもが主体的、探究的に学ぶ

「いくさか学」への支援

のおかげで、意欲的に生坂村

を学ぶ授業ができています。

生坂小学校　舟越 暁先生

家からバス停まで遠いので、小中一貫教育になる

ことで、中学生も希望したらスクールバスに乗れる

ようになるといいなと思いました。

　　　　　　　　　櫻田道子さん（宇留賀区）

スクールバスについて
スクールバスについて質問　

太田讓議員➡10 ページへ

文化や産業に触れることは地域の歴史を学ぶ上で

最適だと思います。Ikusaka 学を通じて子ども達が

地域に誇りを持って育っていってほしいです。

　生坂小学校 PTA 会長　瀧澤 学さん（日岐区）

小学校校舎について

一般質問 
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太田譲議員

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
故
障
個
所
と

修
理
の
中
断
理
由
は

教
育
次
長
　
車
体
に
致
命
的
損
傷
が
あ
り

法
的
基
準
を
満
た
せ
ず
、
車
検
取
得
が
困
難
な
状
況

ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
つ
い
て

問　

今
後
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

次　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
小
学
校
の
統
合

時
に
遠
距
離
通
学
と
な
る
南
・
北
そ
れ

ぞ
れ
バ
ス
を
運
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

加
え
て
児
童
の
通
学
の
安
全
確
保
に
繋

が
る
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
支
援
と

考
え
て
い
る
。
今
年
度
は
村
バ
ス
で
代

替
え
運
行
し
車
両
更
新
に
つ
い
て
検
討

を
し
て
い
く
。

問　

今
後
、
現
在
の
児
童
数
よ
り
大
幅

に
上
回
る
事
は
少
な
い
、
今
よ
り
サ
イ

ズ
を
落
と
し
て
運
行
ル
ー
ト
を
拡
張
す

る
こ
と
で
児
童
の
通
学
安
全
が
向
上
す

る
。
車
両
更
新
に
合
わ
せ
て
運
行
ル
ー

ト
の
変
更
を
提
案
す
る
。

教　

児
童
の
登
下
校

の
安
全
確
保
に
欠
か

せ
な
い
支
援
と
考
え

る
。
提
案
の
33
人
乗

り
も
含
め
検
討
し
て

い
く
。
運
行
範
囲
の

拡
大
に
つ
い
て
は
所

要
時
間
や
始
業
時
間

な
ど
も
含
め
て
検
討

し
て
い
き
た
い
。

公
社
農
業
機
械
レ
ン
タ
ル
事
業
に
つ
い
て

問　

農
業
機
械
の
扱
い
方
を
理
解
し
な

い
と
故
障
や
破
損
を
し
て
次
の
利
用
者

が
困
っ
て
し
ま
う
。
併
せ
て
扱
い
が
荒
っ

ぽ
い
と
事
故
リ
ス
ク
も
高
ま
る
。
予
約

シ
ス
テ
ム
や
利
用
条
件
な
ど
再
考
し
て

新
ル
ー
ル
を
作
る
こ
と
で
、
み
ん
な
が

気
持
ち
良
く
機
械
を
利
用
で
き
る
と
考

え
る
が
。

村　

無
理
な
操
作
を
行
う
傾
向
が
あ
る

と
聞
い
て
い
る
。
村
内
の
多
く
の
方
が

使
う
共
有
財
産
な
の
で
次
の
人
が
気
持

ち
よ
く
使
え
る
よ
う
に
丁
寧
に
扱
っ
て

頂
き
た
い
。

答弁者      …村長       …副村長      …総務課長     …振興課長     …住民課長      …健康福祉課長  

                                                                           …教育長        …教育次長

村政そこが知りたい !!一般質問 ６月定例会
一般質問とは、議員が村の行財政全般にわたって所見を求め、疑義を質すこと、あるいは政策

を提言することです。QR コードから動画視聴もできます！

●太田 讓議員

①スクールバスについて

②農業公社の農業機械レンタル事業について

●望月 一将議員

①地方自治法改正による「国の指示権」が生坂村

　に及ぼす影響について

②「食料供給困難事態対策法」に基づく村の備え

　と今後の対応について

③脱炭素事業における ( 株 ) いくさかてらすとの

　関係整理について

④地域福祉の再設計に向けた制度的見直しと重層

　的支援体制の導入について

●進藤 彩議員

①空き家問題と村営住宅について

●山本 𠮷人議員

①近年多発している地震等災害の対応対策について

●平田 勝章議員

①村に対して農地などの寄付行為の考え方について

②脱炭素事業について

（再エネ 100％電力供給のための電力確保）

●市川 寿明議員

①保育園の送迎駐車場について

②村営バスの休日運行について

③戦没者追悼式について

●島 幸恵議員

①脱炭素事業について②森林整備について

③防災訓練について

村 副 総 振
教 次

住 健
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望月一将議員

進藤彩議員

改
正
地
方
自
治
法
下
で
の
対
応
は

村
長
　
緊
急
事
態
下
に
お
い
て
も
国
・
県
と

異
な
る
対
応
を
す
る
こ
と
は
殆
ど
な
い

空
き
家
対
策
補
助
金
、
補
助
率
の

他
市
町
村
と
の
差
別
化
が
必
要
で
は

総
務
課
長
　
こ
れ
ま
で
の
交
付
実
績
や
村
の

財
政
負
担
考
慮
し
、
充
分
な
検
討
が
必
要

意
見　

地
方
自
治
法
で
は
、
国
と
自
治
体

は
対
等
な
関
係
と
さ
れ
て
い
る
。
地
域
の

実
情
を
把
握
し
て
い
る
自
治
体
は
緊
急
時

に
お
い
て
も
必
要
で
あ
れ
ば
、
独
自
の
判

断
と
対
応
を
す
べ
き
。

問　

食
料
供
給
困
難
事
態
対
策
法
下
で
の

対
応
に
つ
い
て
。

振　

国
・
県
の
動
向
を
注
視
し
て
本
法
へ

の
対
応
を
し
て
い
く
。

問　

電
気
自
給
と
同
様
に
食
料
確
保
も
重

要
で
は
。

村　

食
料
供
給
に
関
し
て
は
国
や
県
が

対
応
を
行
う
。
供
給
が
な
さ
れ
る
ま
で
の

数
日
間
を
避
難
所
で
ど
う
過
ご
す
か
が
問

題
と
な
る
の
で
、
災
害
時
の
電
気
の
自
給

は
必
須
と
考
え
る
。

意
見　

休
耕
地
を
利
用
し
た
自
然
農
な
ど

を
実
践
し
て
い
る
移
住
者
も
増
え
て
き
て

い
る
。移
住
促
進
や
関
係
人
口
創
出
の
観
点

か
ら
も
自
然
農
等
を
実
践
で
き
る
農
地
開

発
を
公
社
と
連
携
し
て
進
め
て
い
く
べ
き
。

問　

い
く
さ
か
て
ら
す
の
経
営
状
況
が
把

握
で
き
る
資
料
を
住
民
に
示
す
意
向
は
あ

る
か
。

副　

民
間
会
社
で
あ
る
た
め
、
社
内
資
料

の
開
示
に
は
取
締
役
会
の
合
意
が
必
要
。

意
見　
「
自
治
体
が
出
資
を
行
い
、
行
政

幹
部
が
経
営
に
参
画
し
て
い
る
事
業
は
公

共
性
が
高
い
た
め
、
住
民
へ
の
情
報
開
示

は
必
要
」
と
い
う
総
務
省
の
見
解
も
あ
る
。

予
算
・
決
算
書
、
成
果
報
告
書
の
公
開
は

最
低
限
必
要
と
考
え
る
。

※
一
般
質
問
終
了
後
に
決
算
書
の
H
P

で
の
公
開
を
検
討
す
る
と
の
回
答
を

い
た
だ
い
た
。

問　

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
に
つ
い

て
の
認
識
と
進
捗
状
況
は
。

健　

本
事
業
は
、
高
齢
者
福
祉
や
若
年
層

の
孤
立
防
止
な
ど
、
複
合
的
な
課
題
に
制

度
の
枠
を
越
え
て
対
応
す
る
重
要
な
取
り

組
み
で
あ
り
、
地
域
福
祉
に
不
可
欠
と
考

え
て
い
る
。
現
在
、
11
事
業
者
の
整
備
を

含
め
、
来
年
度
の
採
択
に
向
け
関
係
機
関

と
連
携
し
て
準
備
を
進
め
て
い
る
。

問　

空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
さ
れ
る
年

間
件
数
は
。

総　

R
4
年
の
登
録
数
14
件
、
契
約
10

件
。
R
5
年
14
件
、
契
約
8
件
。
R
6

年
7
件
、
契
約
1
件
。

問　

登
録
さ
れ
な
い
空
き
家
が
あ
る
こ

と
へ
の
対
策
は
。

総　

空
き
家
対
策
の
施
策
と
し
て
、
改

修
費
用
、
廃
棄
物
処
分
、
ハ
ウ
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
な
ど
の
片
付
け
費
用
助
成
制
度

を
実
施
し
て
い
る
。
5
月
の
固
定
資
産

税
通
知
送
付
の
際
、
空
き
家
の
マ
ッ
チ

ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
紹
介
チ
ラ
シ
も
同
封

し
啓
発
を
行
っ
て
い
る
。

問　

現
在
葡
萄
農
家
の
法
人
化
等
で
単

身
者
の
住
宅
需
要
も
増
え
て
い
る
。
村

営
住
宅
数
と
利
用
状
況
に
つ
い
て
は
。

振　

村
営
住
宅
2
棟
12
世
帯
、
戸
建
て

14
棟
。
定
住
促
進
住
宅
（
戸
建
て
）
30

戸
は
現
在
空
き
な
し
。

問　

現
在
進
行
中
の
上
生
坂
の
村
営
住

宅
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

振　

一
棟
2
世
帯
の
長
屋
タ
イ
プ
が
3

棟
（
6
世
帯
）、
戸
建
て
2
棟
、
計
8
世

帯
分
を
建
設
予
定
。

問　

今
後
小
立
野
区
に
村
営
住
宅
を
建

設
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

村　

今
後
に
つ
い
て
は
全
村
的
に
検
討

し
て
い
く
。

意
見　

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
と
い
う
考
え
方

か
ら
、
空
き
家
と
い
う
既
存
の
建
物
を

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
て
活
用
す
る
こ
と

で
環
境
負
荷
を
軽
減
で
き
る
（
エ
コ
ロ

ジ
ー
）。

残
置
物
処
理
な
ど
の
手
間
が
少
な
い
「
す

ぐ
に
住
め
る
家
」
は
、
大
多
数
の
方
が

求
め
て
い
て
売
買
に
つ
な
が
り
や
す
い
。

補
助
制
度
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
、
空
き

家
も
活
用
し
な
が
ら
よ
り
良
い
村
づ
く

り
に
つ
な
げ
る
べ
き
。

村内有志による有機米の
田植えの様子
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問　

近
年
、
我
が
国
で
は
地
震
等
災
害

が
多
発
し
て
い
る
。
昨
年
は
能
登
半
島

地
震
、
今
年
は
各
地
で
の
長
期
に
及
ぶ

森
林
火
災
ま
た
老
朽
化
し
た
イ
ン
フ
ラ

設
備
で
の
ト
ラ
ブ
ル
（
水
道
管
破
裂
や

下
水
道
管
の
破
裂
）
と
予
期
せ
ぬ
災
害

も
増
え
て
い
る
。
天
候
不
順
に
よ
る
農

作
物
の
不
作
に
よ
る
、
米
や
野
菜
の
高

騰
な
ど
に
よ
る
供
給
不
足
も
ひ
と
つ
の

災
害
と
考
え
ら
れ
る
。
地
震
等
災
害
時

で
の
対
応
対
策
が
長
期
化
す
る
傾
向
が

増
え
て
き
て
い
る
。
災
害
時
に
は
、
自
助
、

共
助
、
公
助
が
大
切
で
あ
る
。
自
助
は

特
に
大
事
と
考
え
る
。
村
民
全
員
に
災

害
時
（
非
常
時
）
必
要
な
最
低
限
の
食

糧
の
確
保
、
生
活
用
品
の
確
保
が
で
き

て
い
る
か
確
認
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

総　

大
変
大
切
な
こ
と
と
考
え
て
い
る
。

各
区
の
自
主
防
災
組
織
と
調
整
を
し
て

確
認
方
法
な
ど
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　

防
災
意
識
を
高
め
る
た
め
に
も
防

災
訓
練
等
増
や
す
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

総　

防
災
意
識
を
高
め
る
こ
と
は
必
要

と
考
え
る
。
各
区
、
常
会
で
協
議
検
討

し
て
い
き
た
い
。

問　

災
害
の
長
期
化
も
考
え
て
、
備
蓄

品
を
増
や
す
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

総　

県
も
備
蓄
品
の
あ
り
方
を
検
討
し

て
い
る
。
村
と
し
て
も
今
後
検
討
し
て

い
く
課
題
と
考
え
て
い
る
。

問　

防
災
士
の
増
加
を
望
む
が
対
策
は

あ
る
の
か
。

総　

現
在
村
の
防
災
士
は
14
人
で
、
防

災
士
資
格
修
得
に
必
要
な
費
用
の
助
成

金
も
村
で
用
意
し
て
い
る
。
防
災
士
増

加
に
向
け
た
対
策
も
今
後
検
討
し
て
い

き
た
い
。

問　

荒
廃
し
た
農
地
を
村
に
寄
附
す
る
行

為
は
あ
る
か
。

振　

現
在
寄
附
を
受
け
た
例
は
無
い
。

問　

荒
廃
し
た
農
地
を
村
に
寄
附
す
る
場

合
の
判
断
基
準
は
。

村　

判
断
基
準
は
、
土
地
の
公
共
性
・
政

策
に
資
す
る
用
途
が
あ
る
か
な
ど
、
使
用

目
的
が
公
用
、
公
共
に
供
す
る
場
合
と
定

め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
所
有
権
に
ト
ラ
ブ

ル
が
無
い
か
な
ど
も
判
断
さ
れ
る
。

問　

国
か
ら
購
入
し
た
払
い
戻
し
土
地
は
、

将
来
的
に
は
、
民
間
や
農
業
公
社
な
ど
に

譲
る
な
ど
の
処
置
が
必
要
と
考
え
る
が
。

村　

対
象
土
地
は
農
業
公
社
で
、
農
地
と

し
て
管
理
を
し
て
い
る
。

ま
た
建
物
も
お
試
し
民

泊
と
し
て
農
業
公
社
で
管

理
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら

も
村
民
益
に
な
る
よ
う

利
用
し
て
い
き
た
い
。

脱
炭
素
事
業
細
部
に
つ
い
て

問　

公
共
施
設
へ
太
陽
光
パ
ネ
ル
が
設
置

さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
稼
働
さ
れ
て
い

る
施
設
は
幾
つ
あ
る
か
。

副　

経
済
産
業
省
の
認
可
や
中
部
電
力
か

ら
の
許
可
を
受
け
、
役
場
庁
舎
、
道
の
駅

い
く
さ
か
の
郷
、
給
食
セ
ン
タ
ー
、
高
齢

者
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
稼
働
し
始
め
た
。
そ

の
他
に
つ
い
て
も
許
可
が
下
り
た
と
こ
ろ

か
ら
稼
働
し
て
い
き
た
い
。バ
ス
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て
は
建
物
に
使
用
す
る
電
気
と

E
V
バ
ス
の
充
電
及
び
他
の
施
設
に
つ
い

て
も
許
可
が
下
り
次
第
、
順
次
稼
働
し
て

い
く
。

問　

民
家
、
民
間
施
設
へ
の
オ
ン
サ
イ
ト

P
P
A
事
業
の
現
状
は
。

副　

上
生
坂
以
外
の
地
区
に
つ
い
て
も
現

在
公
民
館
や
消
防
施
設
に
も
設
置
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。
個
人
の
住
宅
に
つ
い
て
も

個
々
に
「
㈱
い
く
さ
か
て
ら
す
」
で
説
明

を
し
な
が
ら
契
約
を
行
っ
て
い
る
。

問　

各
地
区
に
あ
る
集
会
所
施
設
の
照
明

の
L
E
D
化
を
望
ん
で
い
る
が
、
負
担
金

は
ど
の
よ
う
に
な
る
か
。

総　

環
境
省
の
対
象

範
囲
で
あ
り
、
2
/
3

の
補
助
が
出
る
。
残

り
1
/
3
の
補
助
を

地
元
負
担
に
す
る
か
、

こ
の
事
業
の
補
助
と
す

る
の
か
検
討
中
で
あ
る
。

12

山本吉人議員

近
年
多
発
し
て
い
る
地
震
等
災
害
の

対
応
対
策
に
つ
い
て

総
務
課
長
　
各
区
の
自
主
防
災
組
織
と

調
整
を
し
て
対
応
対
策
を
検
討
し
て
い
き
た
い

平田勝章議員

個
人
の
不
動
産
を
自
治
体
へ
寄
附
す
る
場
合
の

判
断
基
準
は

村
長
　
土
地
の
公
共
性
や
村
の
政
策
に
資
す
る

用
途
が
あ
る
か
で
判
断
す
る



問　

保
育
園
の
「
保
護
者
駐
車
場
」
は

前
面
道
路
の
幅
員
が
狭
く
、
表
示
に
沿
っ

た
直
角
駐
車
を
す
る
に
は
、
余
り
に
も
ス

ペ
ー
ス
が
不
足
し
て
い
て
幾
度
も
切
り
返

さ
な
く
て
は
出
入
り
し
に
く
い
状
態
に
あ

る
。
「
何
と
か
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
声

を
承
知
し
て
な
い
か
。

村　

承
知
し
て
い

る
。
送
迎
時
に
事

故
の
な
い
よ
う
安
全

に
配
慮
す
る
必
要
が

あ
る
。
改
善
に
つ
い

て
は
、
財
源
含
め
て

方
法
等
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。

問　

特
に
村
営
バ
ス
を
利
用
さ
れ
て
い
る
、

高
校
生
な
ど
の
子
ど
も
さ
ん
の
家
庭
か
ら
、

日
曜
・
祝
日
の
朝
夕
1
便
ず
つ
で
も
運
行

を
と
望
ま
れ
て
い
る
声
が
強
い
が
、
検
討

経
過
は
如
何
様
か
。

村　

事
業
運
営
の
状
況
や
利
用
者
も
確
保

を
見
込
む
こ
と
が
難
し
く
、
そ
の
費
用
対

効
果
か
ら
も
検
討
の
域
を
出
な
い
状
況
だ
。

昨
今
は
運
転
者
不
足
の
影
響
も
あ
り
、
現

在
は
非
常
に
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

問　

戦
没
者
追
悼
式
の
式
典
の
開
催
の

継
続
と
い
う
点
に
お
い
て
、
年
々
遺
族
の

方
々
も
高
齢
化
か
ら
参
列
者
減
少
傾
向

に
あ
る
と
思
わ
れ
る
し
、
参
拝
に
際
し
て

高
齢
に
よ
る
体
の
不
自
由
さ
・
次
世
代
へ

の
伝
承
と
い
う
面
の
課
題
な
ど
を
感
じ
て
、

今
後
の
方
向
性
と
改
善
策
を
何
か
考
え
て

い
ら
れ
な
い
か
。

村　

今
後
に
つ
い
て
は
、
遺
族
の
方
が
子

世
代
・
孫
世
代
に
ど
う
繋
げ
て
い
く
の
か

考
え
方
次
第
。
遺
族
会
以
外
の
各
団
体

か
ら
現
在
40
名
を
超
え
て
、
戦
争
で
亡
く

な
っ
た
兵
士
や
民
間
人
を
追
悼
す
る
目
的

で
参
加
い
た
だ
い
て
い
る
。
遺
族
会
が
仮

に
解
散
さ
れ
て
も
、
同
式
典
を
継
続
し
て

行
う
意
義
は
あ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

問　

提
起
し
た
い
の
は
、
学
校
の
平
和
教

育
、
一
般
住
民
の
平
和
事
業
活
動
と
協
力

し
合
っ
て
、
遺
族
会
と
村
民
全
体
の
連
帯

の
場
と
し
て
共
同
セ
レ
モ
ニ
ー
に
拡
充
し

て
ゆ
く
方
向
の
発
想
展
開
は
如
何
か
。

村　

学
校
・
遺
族
会
や
社
協
と
も
協
議
が

必
要
。
平
和
を
願
う
と
こ
ろ
は
同
じ
な
の

で
、
そ
こ
を
う
ま
く
合
わ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
か
研
究
し
な
が
ら
検
討
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
。

問　

古
坂
区
公
民
館
に
設
置
の
E
V
車
充

放
電
設
備
の
価
格
は
。
広
報
12
月
号
記
載

の
開
札
結
果
「
役
場
ほ
か
3
箇
所
、
落
札

価
格
3
0
5
8
万
円
」
の
中
の
1
つ
か
。

総　

古
坂
の
事
業
費
は
広
報
と
別
で
、
小

立
野
、
小
舟
、
草
尾
、
昭
津
と
合
わ
せ
5

箇
所
で
7
2
2
万
円
。

問　

公
民
館
設
置
の
も
の
は
、
単
純
計
算

で
1
台
1
4
4
万
円
ほ
ど
。
普
段
使
わ

れ
な
い
の
は
も
っ
た
い
な
い
。
災
害
時
に
確

実
に
E
V
車
が
来
ら
れ
る
か
分
か
ら
な
い
。

来
て
も
現
状
バ
ッ
テ
リ
ー
は
20
k
W
h
。

公
民
館
に
は
L
E
D
照
明
や
エ
ア
コ
ン
設

置
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
。

総　

今
後
機
器
の
使
い
方
、
維
持
管
理
や

シ
ス
テ
ム
構
築
も
含
め
検
討
す
る
。

問　

公
民
館
に
太
陽
光
発
電
設
備
設
置
時
、

区
と
㈱
い
く
さ
か
て
ら
す
が
交
わ
し
た
契

約
書
で
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
区
に
負
担
が

か
か
る
内
容
に
思
え
る
が
。

副　

指
摘
の
箇
所
は
該
当
が
な
く
、
ま
た

契
約
書
は
更
新
す
る
。

意
見　

契
約
書
は
更
新
、
一度
破
棄
し
て
結

び
な
お
す
と
確
認
し
た
。
区
民
の
方
に
負

担
が
な
い
よ
う
に
、
ま
た
、
公
民
館
は
村

の
財
産
と
し
て
、
村
の
責
任
で
て
ら
す

と
契
約
す
る
こ
と
も
検
討
す
べ
き
。

問　

㈱
い
く
さ
か
て
ら
す
は
ど
の
よ
う
に

電
力
需
給
調
整
を
行
っ
て
い
く
か
。

副　

需
給
調
整
は
単
独
で
行
う
。
不
足
分

は
日
本
卸
電
力
取
引
所
か
ら
買
う
。

問　

卸
の
電
気
は
火
力
や
原
子
力
発
電
か

ら
の
電
気
も
含
ま
れ
る
の
で
は
。

副　

複
数
の
発
電
所
か
ら
と
認
識
し
、
な

る
べ
く
買
わ
な
い
よ
う
自
家
発
電
す
る
。

問　

や
ま
な
み
荘
に
設
置
の
木
質
チ
ッ
プ

ボ
イ
ラ
ー
維
持
管
理
の
考
え
方
は
。

住　

導
入
の
も
の
は
維
持
管
理
や
点
検
で

負
担
が
少
な
い
製
品
。
木
質
チ
ッ
プ
の
価

格
は
未
定
。

問　

里
山
整
備
、
森
林
整
備
区
域
抽
出
業

務
委
託
料
3
5
2
万
円
の
進
捗
状
況
は
。

振　

契
約
は
済
ん
で
お
り
、
実
際
に
木
材

を
搬
出
可
能
な
森
林
を
抽
出
す
る
。

意
見　

令
和
5
年
度
も
森
林
調
査
を
し
て

い
る
。
木
質
チ
ッ
プ
や
椎
茸
の
原
木
も
生

坂
で
1
0
0
%
調
達
で
き
る
よ
う
、
林
業

従
事
者
の
育
成
に
も
努
め
る
べ
き
。

問　

村
の
各
施
設
を
含
め
た
、
総
合
防
災

訓
練
を
平
日
に
行
う
考
え
は
。

村　

お
勤
め
の
方
の
参
加
が
難
し
く
、
各

施
設
で
訓
練
す
る
た
め
考
え
て
い
な
い
。
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市川寿明議員

送
迎
用
駐
車
場
の
早
期
改
善
策
を

教
育
長
　
事
故
の
な
い
よ
う
安
全
に

配
慮
す
る
必
要
が
あ
り
検
討
す
る

島幸恵議員

歩
行
が
困
難
等
の
方
が

避
難
す
る
時
の
考
え
方
は

健
康
福
祉
課
長
　
個
別
避
難
計
画
策
定
を

計
画
し
て
い
る



5月 

９日	 生坂村観光協会総会
	 東筑摩郡議長会臨時会（松本市）
１１日	 安曇野ナンバー交付記念セレモニー
１２日	 第２回臨時議会・議会全員協議
１４日	 篠ノ井線松本地域活性化協議会総会（安曇野市）
１９日	 穂高広域施設組合議会運営委員会
２３日	 ゼロカーボン推進プロジェクト会議
	 生坂農業未来創りプロジェクト会議
	 生坂村商工会通常総会
２６日	 正副議長近隣市町村あいさつ回り
２７日	 全国議長会正副議長研修会（東京都）
２８日	 議会運営委員会
	 特定地域づくり事業協同組合総会
	 地域支え合い推進会議
３０日	 議員研修会
	 初当選議員研修会
	 例月出納検査

6月 

１日	 小学校運動会
	 大町ダム等再編事業土砂輸送用トンネル工事
	 着工式（大町市）
３日	 戦没者追悼式

	 生坂村遺族会総会
４日	 長野県町村議会議長会臨時総会（長野市）
５日	 議会全員協議会
９日	 議会だより編集員会

１０日	 ６月定例会・開会
１１日	 本会議・一般質問
１２日	 総務建経常任委員会
１３日	 社会文教常任委員会
１６日	 全議員一部事務組合等あいさつ回り

１７日	 ６月定例会・閉会
	 議会全員協議会
２３日	 農業公社評議員会
	 議会だより編集員会
２４日	 社会福祉協議会評議員会・理事会
２５日	 ゼロカーボン推進プロジェクト会議
２６日	 赤とんぼフェステバル実行委員・区長合同会議
	 生坂村観光協会臨時総会
３０日	 例月出納検査
	 やまなみ荘運営委員会

7月 

２日	 議会だより編集員会
	 議会全員協議会
３日	 大町ダム等再編事業促進期成同盟会総会（大町市）
７日	 松本広域連合議会代表者会議（松本市）
８日	 穂高広域施設組合臨時議会（安曇野市）
９日	 地域高規格道路松本糸魚川連絡道路

	 建設促進期成同盟会総会（松本市）
	 松本食品衛生協会生坂支部通常総会
	 生坂村青色申告会通常総会
１４日	 長野県町村議会議員研修会（松本市）
１７日	 松本佐久連絡道路建設促進期成同盟会総会（松本市）
	 松本広域連合第１回臨時会（松本市）
１８日	 議会全員協議会
２２日	 犀川（生坂・大町・長野間）改修期成同盟会総会
	 （長野市）
	 一般国道19号（生坂・大町・長野間）
	 整備促進期成同盟会総会（長野市）
２３日	 生坂村絆づくり支援金選定委員会
	 ゼロカーボン推進プロジェクト会議
２４日	 いくさかマル得商品券スーパープレミアム販売開始
	 セレモニー
	 池坂やまびこ会役員会
29日	 地域高規格道路松本糸魚川連絡道路
	 長野県側ルート建設促進協議会総会
30日	 赤とんぼフェスティバル実行委員会

議 　 会 　 日 　 誌 （主なものを掲載）

広 域 及 び 一 部 事 務 組 合 議 員広 域 及 び 一 部 事 務 組 合 議 員
議　会　名 氏　　名 氏　　名

松本広域連合議会 藤澤　幸恵
松塩筑木曽老人福祉施設組
合議会議員 山本　𠮷人

安曇野松筑広域環境施設組
合議会議員 山本　𠮷人

穂高広域施設組合議会議員 藤澤　幸恵 山本　𠮷人 消防署 クリーンセンター

広域連合：複数の自治体が、医療、消防、地域開発などの面で広域行政事務を行っています。
医　　療 : 地域医療の連携や医療体制の整備（主に介護認定に係る事務）
消防業務 : 広域消防体制を整備し、災害対応や救急活動を行います。（渚消防署→明科消防署）

穂高広域施設組合『穂高クリーンセンター』は、安曇野市、生坂村、筑北村、麻績村、池田町、松川
村で組織しています。ゴミを処理するために、同じ処理施設を共同で利用しています。

安曇野松筑広域環境施設組合『広域豊科葬祭センター』は、安曇野市・松本市・筑北村・麻績村・生
坂村・山形村で組織しています。
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令
和
7
年
度
全
国
町
村
議
会
議
長
・
副

議
長
研
修
会
が
5
月
27
日
に
開
催
さ
れ
、

3
つ
の
課
題
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

①
広
域
災
害
対
応
を
含
め
た
自
治
体
の
災

害
対
応
力
強
化
に
不
可
欠
な
「
防
災

D
X
」

②
平
成
か
ら
の
災
害
に
学
ぶ
復
旧
・
復
興

③
災
害
と
議
会
・
議
員
の
役
割
に
つ
い
て

今
回
は
そ
の
中
で
も
議
会
に
関
係
す

る
、
災
害
と
議
会
・
議
員
の
役
割
に
つ
い

て
（
危
機
管
理
体
制
）
の
内
容
か
ら
こ
れ

か
ら
の
生
坂
村
議
会
が
災
害
時
ど
う
す
る

か
考
え
て
み
ま
し
た
。　

①	

議
会
主
体
の
村
内
連
絡
網
を
構
築
す

る
（
議
会
が
住
民
の
救
援
や
復
旧
で
働

く
に
は
、
議
会
が
情
報
提
供
で
き
る
体

制
を
早
く
作
る
こ
と
、
住
民
の
要
望
を

受
け
て
議
会
内
で
整
理
し
、
執
行
機
関

に
き
ち
ん
と
伝
え
る
こ
と
が
重
要
に

な
る
。）

②	

議
会
と
執
行
機
関
の
連
絡
体
制
の
設

置
。（
議
会
の
得
た
情
報
と
執
行
機
関

【
行
政
】
の
情
報
を
互
い
に
共
有
し
活

用
で
き
る
よ
う
に
す
る
。）

③	

執
行
機
関
・
災
害
対
策
本
部
へ
の
議
会

の
参
与
。（
災
害
時
に
も
住
民
代
表
機

関
で
あ
る
議
会
は
率
先
し
て
関
わ
る

べ
き
。）

④	

近
隣
市
町
村
の
議
会
と
の
相
互
応
援

支
援
の
連
携
協
力
関
係
を
強
く
す
る
。

（
災
害
時
こ
そ
自
治
体
の
議
会
の
協
力

が
必
要
に
な
る
）

⑤	

議
員
自
身
、
防
災
士
の
資
格
修
得
を
す

る
な
ど
災
害
時
の
対
応
ス
キ
ル
を
身

に
つ
け
る
。

以
上
5
点
で
す
が
、
生
坂
村
議
会
と
し

て
も
危
機
管
理
体
制
が
必
要
と
強
く
感
じ

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
起
こ
る
か
も
し
れ
な

い
災
害
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
検
討
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

議
会
だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー
を
お
願
い
す
る
こ

と
を
考
え
て
い
ま
す
。

議
会
だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー
と
は
？

●
議
会
だ
よ
り
を
読
ん
で
も
ら
い
、
そ
の

感
想
や
意
見
を
議
員
・
議
会
に
伝
え
る

人
。

何
の
た
め
に
？

●
議
会
だ
よ
り
を
よ
り
見
や
す
く
、
分
か

り
や
す
く
す
る
た
め

頂
い
た
ご
意
見
な
ど
を
編
集
委
員
で
検
討

し
、
次
の
議
会
だ
よ
り
に
生
か
す
よ
う
に

す
れ
ば
、
よ
り
見
や
す
い
、
分
か
り
や
す

い
議
会
だ
よ
り
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

●
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
よ
り
議
会
だ
よ
り

に
反
映
さ
せ
る
た
め

議
会
だ
よ
り
で
特
集
す
る
こ
と
な
ど
を
、

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
参
考
に
し
て
決
め
て

い
け
ば
、
よ
り
興
味
を
も
っ
て
頂
け
る
内

容
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
議
会
に
よ
り
興
味
を
も
っ
て
頂
く
た
め

議
会
だ
よ
り
を
読
ん
で
、
編
集
に
ご
意
見

を
頂
く
こ
と
で
、
議
会
を
よ
り
身
近
に
感

じ
て
頂
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

高
校
生
が
議
会
だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー
に
な
っ

て
い
る
議
会
も
あ
り
ま
す
。
生
坂
村
議

会
で
も
モ
ニ
タ
ー
制
度
を
取
り
入
れ
て
、

も
っ
と
読
ま
れ
る
議
会
だ
よ
り
に
し
て
い

け
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

編
集
後
記

議
会
が
新
し
い
体
制
に
な
り
、
編
集

委
員
も
変
わ
り
ま
し
た
。
議
会
で
ど
ん
な

こ
と
が
話
し
合
わ
れ
て
い
る
の
か
、
よ
り

皆
さ
ん
に
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
に
は
ど

う
し
た
ら
い
い
か
…
。
編
集
委
員
で
話
し

合
っ
て
紙
面
構
成
を
し
ま
し
た
。

も
っ
と
皆
さ
ん
の
ご
意
見
も
入
れ
ら

れ
な
い
か
と
、
手
分
け
し
て
聞
き
に
伺
い

ま
し
た
。
小
さ
な
村
で
す
が
、
ご
意
見
は

そ
れ
ぞ
れ
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
違
い
ま
す
。

そ
れ
を
当
然
の
こ
と
と
し
て
、
先
ず
は
い

ろ
い
ろ
な
意
見
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
頂

く
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
を
す
り
合
わ
せ
て

よ
り
よ
い
施
策
に
す
る
よ
う
働
く
こ
と
、

が
議
会
の
役
割
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

関
係
機
関
と
も
し
っ
か
り
連
携
し
、

確
認
を
と
り
な
が
ら
編
集
を
し
て
い
き
ま

す
。
ど
う
ぞ
議
会
だ
よ
り
へ
忌
憚
の
な
い

ご
意
見
・
ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
！

（
島　

幸
恵
）

編
集
・
発
行
責
任
者議

長　

藤
澤　

幸
恵

編
集
委
員

委
員
長　

島　
　

幸
恵

委　

員　

山
本　

吉
人

太
田　
　

讓

望
月　

一
将

進
藤　
　

彩

研
修
報
告
「
災
害
時
と
議
会
」

研
修
報
告
「
災
害
時
と
議
会
」

議
会
だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー
に
つ
い
て

議
会
だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー
に
つ
い
て
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我が家の未来を考えよう！

今年４月に行われた村議会議員選挙に

ついて、10 代・２０代の若者に聞き

ました！選挙に行きましたか？

若い世代の声　　　

　

　　　　　　　　　　生坂村議会議員選挙について

自分の生まれ育ったところなのでとでも興味があったし、投票権を

初めて得たので投票をしに行きたかったが、県外の大学に通ってい

るため断念しました。スマホで投票できたらいいのにな。

前回の選挙も投票した。今回ももちろん。選挙公報を見

てどの候補者に投票しようか参考にしました。自分の知

らない沢山の候補者がいるなあと思いました。

期日前投票をしました。

生坂村がもっといい村になっていけばいいと思います。

スマホでポチっと投票できたらいいですよね！選挙公報をしっかり見たり、

生坂村の未来を考えたりしている若者が、とても頼もしいと感じました。

空き家バンクについて質問　

進藤彩議員➡11 ページへ

社会問題となっている

　　「空き家」

他人事ではありません！

分からないことは、

役場に相談してみま

しょう！

大切な「家」のこと、

ご家族と話し合ってみ

ませんか？

生坂村の空き家バンクに登録すると、片付け費用の

補助金等が受けられます。

空き家整備事業（片付け）は所有者も利用できます。

「生坂村 空き家補助金」

で検索

若しくは生坂村役場

村づくり推進室まで！

➡
➡

➡

補助金のご案内（PDF）
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